
第184号【1】令和８年７月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

助け合いの仕組み

見守りで発見した日常生活
上の問題のうち、臨時的な
ものなどは、ニーズ対応チー
ム（地域助け合い班）をつく
り、できる範囲で手助けをし
ます。

こくら北 社協だより社協だより
発　行　小倉北区社会福祉協議会 小倉北区大手町１番１号　区役所３Ｆ

TEL（093）571-5452　FAX（093）571-9553

令和８年７月15日号

困ったときはお互いさま困ったときはお互いさま

　みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくりみんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり

　住民主体の地域福祉活動の要「ふれあいネットワーク活動」は、小倉北区内25校区社会福祉協
議会が主体的に取り組む『見守り』・『話し合い』・『助け合い』の3つのしくみにより、高齢者や障害
のある人、子育て中の世帯や生活上の困りごとを抱えた人などで、支援を必要とする人が地域で安心
していつまでも暮らせるように、住民同士で支え合う活動です。

〜ふれあいネットワーク活動〜〜ふれあいネットワーク活動〜

●	ひとり暮らし高齢者
●	高齢者のみの世帯
●	昼間高齢者ひとりになる
　世帯
●	障害のある人のいる世帯
●	子育て中の世帯など

対象となる世帯対象となる世帯

話し合いの仕組み

見守り、助け合いを進める
中で出てきた問題点などに
ついて、関係機関や団体と一
緒に話し合い（連絡調整会議）
を行い、問題解決の方法や
役割分担を検討します。

見守りの仕組み

福祉協力員等が、民生委員・
児童委員や町内会等と協力
し、支援が必要と思われる世
帯などへの訪問活動や声掛け
などを行います。

プチボザウルス

福祉協力員は「ふれあいネットワーク活動」を推進する
ボランティアさんなんだ。※福祉協力員とは？



【2】第184号 令和８年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

令和8年４月19日（日）
に開催された子どもま
つりに小倉北区社協も
参加しました。主任児
童員や、ボランティアの
みなさま、ご協力あり
がとうございました。

　3月11日、米町地区で行われた清掃活動に、米町社協も参加しました。当日は、「北九州市の玄関口であ
る小倉駅を綺麗にし、気持ちよく皆さんをお迎えしましょう」という区長のあいさつのもと、参加者一同が清
掃活動に取り組みました。
　参加者は小倉駅前から魚町商店街周辺を巡りながら、道路や歩道に落ちているごみを拾い、地域の美化に
努めました。活動を通して、普段何気なく利用しているまちの環境について改めて考える機会となり、参加者
同士の交流も深まりました。
　地域住民が協力して取り組むこうした活動は、住みよいまちづくりだけでなく、人と人とのつながりを深め
る機会にもなっています。今後も地域ぐるみで環境美化活動を進めていきます。

民児協民児協通通信信

　令和8年5月15日、男女共同参画センタームーブ
にて、小倉北区の民生委員・児童委員が一堂に会
して総会が開催されました。　
　式典、議案審議に続く研修の部においては、「空
き家課題に地域が自ら動く体制づくりを目指し
て」をテーマに、具体的な事例も交えた講演会が
行われました。参加者は、地域課題への理解を深
めるとともに、住民同士のつながりや支え合いの
大切さを改めて認識する機会となりました。今後

も民生委員・児童委員
一人ひとりが地域に寄
り添いながら、安心し
て暮らせるまちづくり
に向けて活動を進めて
まいります。

校区活動紹介 米町清掃でまちをきれいに米町清掃でまちをきれいに

令和8年度小倉北区民生委員児童委員協議会  総会



第184号【3】令和８年７月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

　井堀校区社会福祉協議会では、みんなが安心して暮らせる支
え合いのまちづくりのため「ふれあいネットワーク活動」を実施
しています。井堀校区が特に大切にしている取り組みの一つが「あ
いさつ運動」です。地域の皆さんが日頃から積極的にあいさつを
交わし、人と人とのつながりを深めることで、明るく安心して暮
らせる地域づくりを進めています。
　また、この活動を次世代につないでいくため、「ウェルクラブ
活動（次世代地域福祉活動者育成事業）」にも力を入れています。
ウェルクラブでは、さまざまな研修や施設訪問等を通して福祉へ
の理解を深めるとともに、多様な福祉活動を実践しています。そ
の取り組み例として、先般、手話研修を行ったあとの学習成果と
して、校区文化祭で手話ダンスを披露しました。また、年末には
高齢者宅を訪問しもち配りを行うなど、地域の高齢者とのふれあ
いを通して、思いやりの心や支え合いの大切さを実感する貴重な
機会となっています。
　6月7日（日）に開催された校区の敬老会では、ウェルクラブ
のメンバーが前日の事前準備から当日の運営、終了後の後片付けまで積極的に参加しました。当日は参
加者の皆さんに元気な声であいさつをしながらお弁当を配り、会場を明るく盛り上げました。
　これからも井堀校区では、地域の皆さんとの交流を大切にしながら、福祉活動を通じて支え合いの輪
を広げ、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めていきます。

～井堀校区の取り組み～～井堀校区の取り組み～
挨拶から挨拶から
広がる広がる
地域の輪地域の輪



【4】第184号 令和８年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

皆さまからお寄せいただいた ご寄付・会費は、
　社協の事業を通して、地域福祉のために活用させていただいています。

誰もが気軽に参加できる
地域のサロン活動

子どもたちによる
「ウェルクラブ活動」「福祉体験学習」

福祉への理解を深める
「出前講演」「福祉協力員研修」

ご加入いただいた方には、広報紙「こくら北社協だより」にお名前を掲載させていただいております。
（匿名をご希望の方はお申し出ください）
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身近な地域の福祉活動を進めるために
　小倉北区内25校区社会福祉協議会が中心となって実施する｢ふれあいネットワーク活動」において、高齢
者、障害のある方、子育て中の人などで、支援を必要とする方を、地域で｢見守り」｢話し合い」｢助け合い」
の仕組みづくりを推進し、「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」を目指しています。



第184号【5】令和８年７月15日

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ボランティア相談・コーディネート業務
　　ボランティア活動相談・情報提供・受給調整など（3,478 件）

ボランティア活動保険の加入促進 　（取扱件数 172件、加入人数 2,902 人）

ボランティア行事用保険等の加入促進 　（取扱件数 120件、加入人数 18,842 人）

　　　シルバーひまわりサービス事業の運営　　　（ボランティア登録102名、送迎689件）
公共交通機関を利用して外出することが困難な
高齢者の、通院をはじめとする日常的な外出を
支援し在宅福祉の充実を図ります。
運転者、同乗者はボランティアです。
無償でそれぞれ時間を調整して協力していただいています。

関連団体等との連携推進・ネットワーク強化 　
• 内部や行政を含めたネットワークの強化

講座開催
• 介護支援ボランティア登録研修会

• ボランティア養成講座

広報・啓発活動
• 広報紙「ひまわりねっと」の発行（年 4回）
• ホームページ等による
各種ボランティア募集・情報提供
• リサイクル資源の寄付の呼びかけと受け入れ

福祉教育プログラム実施

子どもたちが自分の住んでいる地域の福祉環境について知り、「○ふだんの○くらしの○しあわせ」
を考える中で、思いやりの心や相手を理解しようとする豊かな心を育んでいくことを目的
とし、小・中学校やウェルクラブ等で福祉教育を実施しています。

物品貸出し
• 車椅子貸出し（62件）　• 高齢者擬似体験セット貸出し（1件）　•点字盤貸出し（1件）

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

第 64 号

ひまわりねっとひまわりねっと
令和７年度　小倉北区ボランティア・市民活動センター事業報告令和７年度　小倉北区ボランティア・市民活動センター事業報告

　令和7年度、小倉北区ボランティア・市民活動センターでは、住民等の自主的な活動を支援する
中核的な支援機関として、日々のコーディネートを軸に次のような取り組みを行いました。

ボランティア募集中！

令和７年度に皆様からご寄付頂きま
した資源は 44,238 円になりました。
すべて地域福祉に役立てます。

 　　　使用済み切手 39 ㎏
　 　　プルタブ 199.5 ㎏

ありがとうございました



【6】第184号 令和８年７月15日

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！

いただきました古切手、プルタブは換金し、地域福祉活動を
推進する為に役立てられています。

●● 臼木　勝良・栄子　●● 松本　洋　●● 村野 やよい　●● 山縣 登志子　
●● 石渡　弘子　●● 川島　章子　●● 千々和 一美　●● 水野　晴彦　
●● 甲斐　由美　●● 越水　早苗　●● 山㟢　貞子　●● 山下　政枝　
●● 赤松　●● 松ヶ丘町内会　●● 花田合同事務所　●● 九州建物管理（株）　
●●（株）月形　●● 金光教小倉東部教会　●●（有）到津幌製作所　
●● 米町地区民児協　●● サンカルナ小倉大手町　●● あおぞら美容室 　
●● 清水市民センター　●● 井堀市民センター　●● 足立市民センター　
●● 中井校区社会福祉協議会　●● 北九州プロバスクラブ　
●● 大樹生命保険（株）　　　　　　　　　　　　　　（敬称省略・順不同）

ご協力ありがとうございます

小倉北区ボランティア・市民活動センター
（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください

大樹生命保険㈱北九州支社
　大樹生命北九州支社では「古切手回収
キャンペーン」としてご協力いただいた
方に自社オリジナルグッズをプレゼント
し、沢山の切手を集め、ご寄付して下さ
いました。

会社でも収集ボランティアしませんか？

小倉北区子どもまつりに出展しました小倉北区子どもまつりに出展しました

　４月 19日（日）に開催された「第 63回小倉北区子どもまつり」
に出展し、福祉体験の他、輪投げや魚つりなどのゲーム、かき氷販
売を行いました。＂福祉体験コーナー “では、手話体験や点字体験
を行いました。＂他人ごと＂ではなく、＂自分ごと＂の『ふくし』
を身近に感じてもらうことが目的のものです。たくさんの方に体験
していただきました。

手話体験点字でしおりづくり

令和８年度ボランティア養成講令和８年度ボランティア養成講座を開催しました！座を開催しました！

6 月 16日　公益財団法人　北九州国際交流協会

　鹿島えりか氏による　『体験して学ぶ「伝わ
る日本語」講座』を開催しました。この講座
では＂いつもの日本語＂を＂やさしい日本語
＂に言い換えることで『伝わる日本語』にす
るコツを学びました。グループワークでは、
外国人の方に「伝わる日本語」でチラシの説
明を行ったり、交流しながら楽しく学ぶこと
が出来ました。
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